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白い らっぱ 草の 花が、 涌 水の 傍らに、 薄 闇に 浮んで 

居り、 水の 音が 静かであった。 咲いて ゐ るな とわたし 

はお もった。 ト ラム ペット. フ ラヮ？ いや、 あれ は 

凌霄花の 意味だった が、 凌霄花 も ラッパ 草 も、 うちで 

は 昔から 何処に 移っても 咲いて ゐ るが、 誰も あの 花が 

好きと 云った もの も 聞かぬ のに —— わたし は 意味 もな 

くそん な こと を つぶやいた。 泉水に は 水 葵が 一杯 蔓っ 

て、 水溜りの 在所 も 見定め 難かった。 ラヂォ が 歌舞伎 



「ああ、 け ふ は 珍ら しく 腹が減った ご 

わたし は 水 葵 を わけて 手 を 洗 ひながら、 厭に 太い 声 

だった。 母 は ラヂォ のスヰ ツチ を 切って、 縁側の 籐椅 

子に 凭りながら、 

「わたしたち は 今 済んだ ところなん だよ。 ビ— ル なら 

冷えて ゐる けど、 1? う？」 

と 云った。 随分 久しく 会はなかった が、 挨拶 は それ 

だけだった。 わたし は 座敷へ あがる と 同時に、 いっか 

泥酔の 挙句 唐紙な ど を 蹴破った リ、 手 あた リ 次第の も 

の を 売り 飛したり したの が、 非常に 恥し かった ので、 

おそるおそる 見廻した ところ 綺麗に 痕か たもな く片づ 



ら、 凡そ、 そんな 夢な ど は 見さう もない 息子と 映る で 

あらう —— そんな こと を わたし は考 へて、 吾ながら 堪 

らぬ 冷汗に おびやかされた。 

「 一 向、 病気 さうな 血色で もない よご 

「ええ、 それ あ、 もう 大分 あちこち を 歩き ま はったん 

で 元気 はついた やうです。 家庭と いふ やつが 何う も わ 

たしに は、 徹底的に 苦手である らしい ご 

「ぢ や、 ひとりで 方々 歩いて ゐ たの？」 

「左う II 」 

わたし は 母の 望みに 随 つて カトリックの 小学校へ 通 

つ てゐた 息子 を 更に 厳格な 同校の 寄宿舎へ 入れた こと 



「姉さん、 喜太郎 なんか 近頃 断然 凄 いんだ ぜ。 すつ か 

り 立派な 重役に なって ね、 阪急 沿線に 凄い 西洋 館 を 建 

てた つてよ ご 

義弟の 勉助 (長男) は、 わたしの 妻 をつ かまへ て 好 

くそん な こと を 云った。 「羨 やましいだら うご 

「まあ、 ほんた う …… ！」 

妻の 唇 は 逞しい 敵愾心で 震へ た。 喜太郎 氏なる 人物 

は、 わたし は 面識はなかった が、 噂に 聞く ところに 依 

ると 立派なる 立身出世の 人ら しく、 尊敬に 価した。 そ 

して わたし は 夙に 苦学 カ行の 人物に は 感心す る 傾向 だ 

つた。 その 人 は 昔、 彼等の 家が 引越 業 を 営んで ゐた時 



代に 車曳の 傍ら 三 田の 夜学へ 通 ひ、 後に 南洋 貿易の 商 

会へ 務め 追々 と 畜財を 成した とい ふこと である。 そし 

て、 わたしの 妻と は、 彼女の 父が とりきめた 約婚 者で 

あつたの だが、 民 蔵 (父) が 昔の 恩 を かさに、 あまり 

頻繁に 金の ゆう 通ば かり を 命ずる ので 遂に 喜 太 郎氏は 

愛想 を 尽かして、 

「あんな 横着 者の 娘な ど を 貰ったら、 到底 ウダ ッのぁ 

がりつ こ は 無い から、 逃げる よ。 …… せめて、 アマの 

きり やうで も 好い てんなら 考へ どこも あるんだ けどな 

…：- J 

と 引越 屋の 同瞭 である 弥吉に はなして、 見 きりをつ 



母 は、 思 はず わたし を 恨んで 涙 を 呑んだ。 わたし は、 

き やう だ い 

兄妹 の そんな 出 鳕目ゃ 見得 張りに 接しても 別段の こ 

ともなかった が、 飽くまで も 執拗に おしこまれて 母の 

心象まで を 害される 段になる と 迷惑せ ずに は 居られな 

かった。 ただで さへ 無能力者の ノラ 息子と 思って、 案 

じて ゐる 母に、 そんな 意地悪るな 皮肉 を 浴せられ て は 

適はなかった。 空お 世辞で も 好い から 反対に わたしの 

^ J と を 賞め てで も 貰 ひ 度い ほどの 状態 だ つたので ある。 

息子の こと を 賞め られ ると、 何 は 兎 も あれ 母 は 満悦と 

なり、 物資 を惜 まなかつ たから、 そんな 客の 出現 はい 

つも わたしに とって は 打撃だった。 わたし は、 この 愚 



昧な 妹のお 蔭で、 母から さんざんな 泣 言 を 聞され、 断 

腸の 想 ひに 苛められる こと も屢々 だった。 —— 「お前 

さへ しっかりして ゐて さへ 呉れれば、 斯んな 恥 を搔か 

ないでも 済む もの を、 まったく 勉 助さん とやら のこと 

を 見た つて、 ちっと は 負け ン 気が 起り さうな もの ぢゃ 

ヽ ゝ o 一 

る レカ 」 

「母さん、 ほんた うに 済みません ご 

わたし は その 度 毎に 母の 前に 手 をつ いて、 心底から 

あやまった。 徹底的な 恥辱 だと わたし も 震へ ずに は 居 

られ なかった。 

「口ば か リぢゃ 駄目 だ わ …… 」 



吐いた。 

「何 だい、 一 一万 や 三 万の 金が 何う したって 云 ふんだ い 

< 間 はね …… 」 

とつ づける のが 慣ひ だった。 「貞操観念が 一 番 大事 

だって こと を 知らない か、 金 は 返し さへ すれば 済 むん 

だよ。 いまに 勉 助が さっぱり 払って やったら お 仕舞 ひ 

ぢ やない か …… 」 

「おいおい …… 」 

と勉 助が にゃにゃしながら 「俺の こと を勉 助、 勉助 

つて 云 はないで 呉れよ。 俺 は 親の 付けた そんな 名前な 

んて、 とっくに 願 ひさげ て、 今ぢゃ 斯う 改名して ゐる 



だった。 べらぼうに 敏感な 邪推 振りで、 わたしに は 二 

の 句 も 吐け なかった。 勉 助の 態度が 余りに 礼儀に 欠け 

てゐ るの が 不快な ので、 わたしが 無口に なって ゐ ると、 

彼 はわた しが 兄妹 等に 対して 親の 恩で も かさに 着て、 

わがまま 三昧に 増長して ゐる —— と 現に 姉妹 共 は 口 を 

極めて 罵った こと も あるの だ。 

「何時 ころがり 込んで 来たって 厭な 顔 ひとつ しないの 

は —— あたし 達 兄妹 はた だ 善人で あるから だけなん だ 

よ。 手前えん とこの 親類なん て、 ー晚 でも おちおちと 

は 泊れ ると ころ はなから う。 小 田 原の ボロ屋 なんかに 

行く 位ゐ なら。 旅館に でも 泊った 方が 気が 利い てら I 



I トリ 子、 もう 二度と お行きで ない よご 

女房 は 一味の 低気圧 を 引きと つて、 胸 を 張った。 暫 

く 郎党と 遠ざかって、 自ら 「高尚なる 趣味」 に 専念し 

たせ ゐか、 余程 弁 説 の 悪達者 や 嫉妬深 さ などが なくな 

つたのに、 又もとの もく あみだと わたし は 慨嘆した。 

—— 云へば わたしの 意気地な さなので あるから 愚痴に 

もなら なかった が、 そんな 熱 を 吹いて、 如何にも 大層 

な 正義感に でも 燃えて ゐ るかの やうに 眼 眦を吊 りあげ 

る 女の 形相た る や、 まことに 颯爽た る ものであった。 

「まあ、 好え さ 好え さ 」 

民 蔵 は、 凡ゆる 人類 を 馬鹿にする 見たい な嗤 ひと、 



れ やなるまい しな。 この、 兄さん 夫婦と 一緒に、 先づ 

フランスへ 行く が 好から うな。 一切合財、 俺が 引きう 

けて やる わい。 くよくよ せんと、 浩然の 気 を 養って お 

け ご 

「あら、 嬉し さうな 顔し てら …… 」 

女房 はわた しの 方 を 振り向いた。 無論 わたし だって 

悪い 気分で はない の だ。 それにしても 洋服の 講釈な ど 

は 一 つ 端 だが、 ゴルフ • パンツと やらが 何よりも の贅 

沢 品で あると 威張ったり、 ひとの 前で はもの を 喰ら ひ 

残す のが 作法と でも 心得て ゐる勉 助 やら 女房な どと I 

I わたし は 思 はず そんな ことまで を 空想した 位ゐ であ 



二 



f 主， 一 

\ 言 7 

この 文章の 第二 節 は 中断され てゐ る。 おそらく、 こ 

の 手記の 筆者が 書き かけの 原稿 を、 その 兄妹 等と 雑居 

した 下町の せんべい 屋の 二階の 一室で、 他の 者が 寝静 

まった 刻限 を 見 はからって 執筆して ゐた 折から、 はか 

らずも 同居の 誰かに 盗 読され て、 引き裂かれた ものら 



いものに 頭 を 蹴られる こと も あり (因果な ことに は 民 

蔵 一族 は 男女の別 もな く、 世に も 猛烈な 寝 像の 悪さで 

あった。) 彼の 胸の 上に 馬の やうな 脚 やら、 大根の やう 

な 脛な どが 突つ かかって 来る と、 思 はず 彼 は 慄然と し 

て 振り払 ふこと があった が —— そんな もの を 邪念 を も 

つてな ど さすった こと も あり はしない の だが —— だが、 

夫々 の 主観的の 考察で ある 限り、 引っ張つ たの、 引つ 

張らぬ のと 争った ところで、 はじまらぬ とお もった。 

ただ、 断じて 彼女 等が 放言した 如き 大 反れた 了見 を も 

つて、 あの 二階へ おし 込んだ 次第で はない —— と 彼 は 

ひとりで あかくな つて 眩く のみであった。 それよりも 



り 手はありません よ。 冬 も 夏 もな く、 一 帯に この ソフ 

トと いふ やつでな けれ や …… それに、 これ 位 ゐの装 を 

したと なれあ、 まさか、 五 円 や 六 円の ぢゃを かしく つ 

て …… 」 

彼 は、 いつの 間に か、 はじめの 遠慮 は 何処かへ なく 

なって、 そんな 浅ましい 御託 をなら ベた。 

「芸 もない くせに、 おしゃれ だね …… 」 

母 は 冷 かす やうに 苦笑しながら、 帽子屋の 鏡 (姿見) 

の 前で、 あれこれの もの を 頭への つけて、 眼を据 ゑた 

り、 胸 を 張ったり して、 全体の 調和と やら を はかって 

ゐる 彼の 姿 を 眺めて ゐた。 ともあれ、 母と しても、 息 
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